
Press Release

婚活実態調査2024

婚活サービスで結婚した人は15.3％うち、ネット系婚活が過去最高

婚活サービスで出会った人、それ以外の出会いより、恋人との満足度が高い

2024年9月24日
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株式会社リクルート（本社：東京都千代田区 代表取締役社⾧：北村 吉弘、以下リクルート）が運営する

『リクルートブライダル総研』では、婚活の実態について詳細を把握するため、「婚活実態調査2024」を実

施しました。ここに、結果の要旨をご報告致します。

※調査結果全体については下記リンクよりご覧ください。

https://souken.zexy.net/research_news/konkatsu.html

調査トピックス

●2023年婚姻者のうち、婚活サービスを通じて結婚した人の割合は15.3％。特にネット系婚活サービスを通

じて結婚した人の割合は過去最高。

●恋愛もしくは結婚意向がある恋人のいない独身者の、婚活サービスの利用経験割合は26.3％。

●婚活サービスで恋人ができた人の方が恋人ができなかった人よりも割合が高かった特徴としては、「前向

きな姿勢」に関するものが上位を占め、「自己理解」「相手との価値観すり合わせ」に関するものも恋人が

できた人の方が高かった。恋人ができた人とできなかった人とでは、婚活に対する意識や行動に違いが見ら

れる。

●現在の恋人との関係に対する満足度は、婚活サービスで出会った人が71.5％、それ以外の出会いの人が

65.5％と、婚活サービスで出会った人の方が高い。また、婚活サービスで恋人ができた人は、その恋人とす

り合わせられている項目数が多い。「休日の過ごし方」「愛情表現の方法」など日常的な関わり方から、

「子ども」「住まい」「キャリアプラン」など、⾧期的な視点で人生を考えるライフデザインに関わる内容

まで、多岐にわたりすり合わせられている。

本件に関する

お問い合わせ先
https://www.recruit.co.jp/support/form/

リクルートブライダル総研 研究員 熊谷拓也の解説

リクルートブライダル総研
研究員

熊谷 拓也

「自己理解」「相手との価値観すり合わせ」が婚活において大切

婚姻者の約7人に1人が婚活サービスを通じて結婚しており、2024年調査ではネッ
ト系婚活サービスを利用して結婚した人の割合が過去最高値となりました。婚活
サービスは長期的に伸長し、社会で一般化しつつあります。

注目したいのは、婚活サービスで出会った人は、それ以外のきっかけで出会った人
よりも恋人との関係に対する満足度が高いという興味深い結果が出たことです。婚
活サービスで出会った人は、日常的な過ごし方に加え、長期的な人生設計に関わる
ライフデザインを相手とすり合わせることができています。こうした「価値観の共
有」が関係性に影響していると考えられます。

また、婚活サービスを通じて恋人ができた人の特徴として、婚活自体を「自己理解
の機会」と捉えていたり、婚活の際に「相手と価値観をすり合わせる」ことを意識
している傾向が見えています。相手が見つかるまでの期間を自分の価値観を理解す
る機会とし、その上で互いの価値観を共有していくプロセスそのものが、最適な相
手を見つける上でのヒントにもなり、またその後も良い関係を続けていく上で大切
な要素になっていると言えるのではないでしょうか。

https://souken.zexy.net/research_news/konkatsu.html
https://www.recruit.co.jp/support/form/


婚活サービスを通じて結婚した人の割合（全体・サービス別）

2023年婚姻者のうち、婚活サービスを通じて結婚した人の割合は15.3％。

特にネット系婚活サービスを通じて結婚した人の割合は11.4％と過去最高。

 婚活サービスを通じて結婚した人の割合（1次調査／各年婚姻者／各複数回答）

※婚姻年2015年以前のデータは「婚活実態調査2016」より。 2016年以降は各年調査の結果をもとに作成
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※婚活サービス：結婚相談所、ネット系婚活サービス（恋活・婚活サイト・アプリ）、婚活パーティ・イベントの
3サービス

※婚活サービス（3サービス）のいずれかを利用し、そのサービスで「実際に結婚できた」と回答した人の割合
※婚姻者：初婚者および再婚者も含む

2000

年

2001

年

2002

年

2003

年

2004

年

2005

年

2006

年

2007

年

2008

年

2009

年

2010

年

2011

年

2012

年

2013

年

2014

年

2015

年

2016

年

2017

年

2018

年

2019

年

2020

年

2021

年

2022

年

2023

年

結婚相談所 0.9 1.2 0.9 1.1 1.4 1.4 1.4 1.5 1.0 1.5 1.5 2.3 2.3 1.7 2.0 2.8 3.6 2.5 2.4 3.5 2.7 2.9 2.8 2.4

ネット系婚活サービス 0.1 0.4 0.7 0.7 0.6 1.2 0.7 1.2 1.5 1.1 1.6 1.5 2.1 2.0 2.6 3.4 4.5 5.0 7.4 6.3 11.1 10.0 10.8 11.4

婚活パーティ・イベント 0.4 0.7 0.4 0.6 0.4 1.2 0.5 0.4 0.4 0.3 0.9 0.8 0.6 1.1 2.1 2.2 3.1 2.9 2.9 3.2 2.7 2.1 1.7 1.5

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

 各婚活サービスを通じて結婚した人の割合（1次調査／各年婚姻者／各複数回答）
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独身者の婚活サービスの利用状況（全体・性年代別）

恋愛もしくは結婚意向がある恋人のいない独身者の、婚活サービスの利用経験割合は
26.3％。30代においては男女共に調査を開始してから最も高い割合となっている。

 婚活サービスの利用経験割合【全体・性年代別】（1次調査／各年の恋愛もしくは結婚

意向がある恋人のいない独身者／各複数回答）
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※婚活サービス：結婚相談所、ネット系婚活サービス、婚活パーティ・イベントの3サービス
※独身者：結婚経験のない未婚者および結婚経験のある（死別・離別の）現在独身者
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婚活サービスを利用し、恋人ができた人の特徴（婚活への意識や行動）

 婚活への意識や行動（2次調査／恋愛もしくは結婚意向があり婚活サービス利用経験の

ある独身者／各単一回答）※28項目中差が6pt以上ある17項目を抜粋

婚活サービスで恋人ができた人の方が恋人ができなかった人よりも割合が高かった特徴
としては、「前向きな姿勢」に関するものが上位を占め、「自己理解」「相手との価値
観すり合わせ」に関するものも恋人ができた人の方が高かった。

恋人ができた人とできなかった人では、婚活に対する意識や行動に違いが見られる。

（pt）
差

（％）

※グラフの数値は、各項目について「非常にあてはまる」「ややあてはまる」「どちらともいえない」「あまりあて
はまらない」「まったくあてはまらない」の5段階で尋ねたうち、「非常にあてはまる」＋「ややあてはまる」の割合

項目への色付け 前向きな姿勢

自己理解

相手との価値観すり合わせ

■恋人ができた
■恋人ができなかった

※「恋人ができた」－「恋人できなかった」の差で降順ソート
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「自分なんか・・・」と卑屈にならずに活動していた

大変なこともあるが、基本的に楽しく活動できた

全般的には前向きに取り組んでいた

良い人か良くない人か、よくわからなくても、
とりあえず会ってみようという心持ちで活動していた

相手との時間を優先するように活動した

思い通りに良い人と出会えなくても、気にしないようにした

「なんとかなるさ」と基本的に楽観的な心持ちで活動していた

自分磨き・自己成長の良い機会だと捉えていた

活動前から、楽しいことばかりでなく、大変なこと・つらいこ
となどもたくさんあるはずだと覚悟をしていた

相手と価値観のすり合わせをちゃんとしていた

自分の状況や成果を都度振り返り、改善・変更しながら、活動
を行っていった

活動時期・期限の目安を自分で目標を立てて活動していた

相手に対する条件に優先度を付けるようにした

相手に、自分のことを知ってもらえるように努力した

失敗を恐れず、果敢に活動を行っていた

結婚を目指し、真剣に取り組んでいた

自分自身の大切にしている価値観を見つめ直す機会にしていた
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恋人との関係（出会い方別）

 今の恋人との関係に満足している割合【出会い方別】（2次調査／現在恋人がいる独身

者／各単一回答）

現在の恋人との関係に対する満足度は、婚活サービスで出会った人が71.5％、それ以外
の出会いの人が65.5％と、婚活サービスで出会った人の方が高かった。

婚活サービスで恋人ができた人は、その恋人とすり合わせられている項目数が多く、
「休日の過ごし方」「愛情表現の方法」など日常的な関わり方から、「子ども」「住ま
い」「キャリアプラン」など、長期的な視点で人生を考えるライフデザインに関わる内
容まで、多岐にわたりすり合わせられている。

婚活サービスで
今の恋人ができた

婚活サービス以外で
今の恋人ができた

（％）
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※【Ａ】今の恋人との関係に満足している 【Ｂ】今の恋人との関係に満足していないのどちらに近いかの問いで、
「Aの方に近い」＋「ややAの方に近い」の割合

 今の恋人とのすり合わせ状況【出会い方別】（2次調査／現在恋人がいる独身者／各単

一回答）

休日の過ごし方

愛情表現の方法

子どもをつくるかどうか

記念日の過ごし方

住まいの選び方

キャリアプランや働き方

家計の管理

お金の使い方・お金のかけ方

今後のライフプランニング

家事や育児の分担方法

家族（お互いの家族）との付き合い方

子どもをつくる時期

■婚活サービスで今の恋人ができた
■婚活サービス以外で今の恋人ができた
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※グラフの数値は、各項目について「すり合わせができている」「ややすり合わせができている」「どちらともいえ
ない」「あまりすり合わせができていない」「すり合わせができていない」の5段階で尋ねたうち、「すり合わせが
できている」＋「ややすり合わせができている」の割合

※「婚活サービスで今の恋人ができた」－「婚活サービス以外で今の恋
人ができた」の差で降順ソート
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 今の恋人とすり合わせられている項目の個数平均（2次調査／現在恋人がいる独身者／

各単一回答）※上記12項目の回答個数の平均値
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【調査概要】婚活実態調査2024
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■2024年調査（2023年のデータ） 1次調査

【調査方法】 インターネットによるアンケート調査

【調査期間】 2024年5月24日（金）～2024年6月4日（火）

【調査対象】 全国の20～49歳の男女

【有効サンプル数】 50,000サンプル

（調査にて120,000サンプルを回収し、その中から令和2年国勢調査結果（総務省統計局）をもと
に、未既婚×性別×年代（5歳刻み）24セルの人口構成比に合わせて50,000サンプルを抽出した）

■2024年調査 2次調査

【調査方法】 インターネットによるアンケート調査

【調査期間】 2024年5月31日（金）～2024年6月10日（月）

【調査対象】 ＜共通条件＞全国の20～49歳の独身者の男女

※独身者とは、結婚経験のない未婚者および結婚経験のある（死別・離別の）現在未婚者

＜個別条件＞

・現在恋人あり・婚活サービス利用経験あり

・現在恋人あり・婚活サービス利用経験なし

・現在恋人なし・婚活サービス利用経験あり

・現在恋人なし・婚活サービス利用経験なし・恋愛もしくは結婚意向あり

【有効サンプル数】 2,353サンプル

2次調査では、集計の際に実際の人口構成（令和2年国勢調査結果（総務省統計局））に合わせるために、サンプル
に重み付けを行った（ウェイトバック集計）

ウェイトバックに使用した補正値は、1次調査を用いて各セルの出現率をもとに算出した

※ウェイトバックによる補正を行っているため、補正後サンプル数に小数が発生していますが、四捨五入して整数表記を
しています。そのため、サンプル数の合計と誤差が生じておりますが、ご了承ください。
人口構成比算出元データ 令和2年国勢調査結果（総務省統計局）より

※実際の2次調査回収サンプルは、未既婚／恋人有無状況・婚活サービス利用経験有無・婚活サー
ビス利用開始時期・婚活サービス利用意向・婚活サービスで「恋人ができた」有無・性別・年代
別に102セルで割付し回収している
※今回2024年調査は2023年調査までとは2次調査の条件・サンプル構成が異なる

＜2次調査回収サンプル構成＞

＜ウェイトバック補正後の2次調査サンプル構成（全体構成比）＞

20代 30代 40代 20代 30代 40代 20代 30代 40代 20代 30代 40代 20代 30代 40代 20代 30代 40代 20代 30代 40代 20代 30代 40代

96 96 95 96 96 96 24 21 27 24 24 24 203 189 187 214 190 177 79 79 79 79 79 79

未婚

婚活サービス利用経験あり 婚活サービス利用経験あり婚活サービス利用経験なし
婚活サービス利用経験なし

かつ、恋愛もしくは結婚意向あり

恋人なし恋人あり

男性 女性男性 女性 男性 女性男性 女性

68 24 12 72 27 17 173 65 60 231 70 73 111 54 46 81 53 44 278 155 179 240 101 116

(2.9%) (1.0%) (0.5%) (3.1%) (1.1%) (0.7%) (7.4%) (2.8%) (2.5%) (9.8%) (3.0%) (3.1%) (4.7%) (2.3%) (2.0%) (3.5%) (2.3%) (1.9%) (11.8%) (6.6%) (7.6%) (10.2%) (4.3%) (4.9%)

リクルートグループについて

1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人ひ

とりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、マッチング＆ソリューション、

人材派遣の3事業を軸に、60を超える国・地域で事業を展開しています。リクルートグループは、新しい価値の創造を通じ、

社会からの期待に応え、一人ひとりが輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提供して

いきます。

詳しくはこちらをご覧ください。

リクルートグループ：https://recruit-holdings.com/ja/ リクルート：https://www.recruit.co.jp/


